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知的障害特別支援学校における小中学校教科の授業実践 

‐生活科・理科・社会科に関する教科等横断的な学びを通して－ 

 

 本校の研究紀要が出来上がりましたのでお届けします。  

 1908 年（明治 41 年）以降の東京教育大学附属小学校（第五部）や、その後の附属

中学校（特殊学級）で取り組んできた特殊教育の先進的な実践を基に、本校が開校した

のは今から 60 年前の 1960 年（昭和 35 年）です。そして、開校以降、本校が最も大事

にしてきたものの一つは、知的障害のある子どもに、いつ、何を、どのように教えてい

くのかの探求です。その具体的な取り組みの流れは、1975 年（昭和 50 年）にそれま

での実践を整理した「経験内容表」等を作成し、近年ではそこから「個別教育計画」、

「学習内容表」、大塚モデル「指導計画集」の 3 つのツールからなるパッケージとして

結実しました。そして令和元年度までの 3 年間は、「みんなでつなぐ「個別教育計画」」

という研究テーマを掲げ、「個別教育計画の縦断的研究」と「授業評価に基づいた「個

別教育計画」の改善に取り組んできました。令和２年～３年度は、「知的障害児教育が

今まで大切にしてきたこととは：個に応じた教育課程の編成」とし知的障害教科のう

ち国語、算数・数学の単元配列表、単元計画の作成と検証、3 観点による評価方法及び

評価場面の検討に取り組んできました。  

 昨年度からは、文部科学省・研究開発学校制度の指定を受け、「知的障害特別支援学

校における小中学校教科の授業実践‐生活科・理科・社会科に関する教科等横断的な

学びを通して－」をテーマに 4 年間の実践研究に取り組んでいます。昨年度は、（１）

小学校・生活科、小中学校・社会科の内容を踏まえた教育実践、（２）指導と評価の一

体化に向けた指導計画・評価計画の実践的検討、に取り組みました。今年度は特に、生

活科と社会科の連続性に関する教育実践と教育課程の検討を重点的に行い、その成果

を今回の研究紀要に掲載いたしました。本実践研究を進めるにあたり、外部の多くの

先生方からの助言をいただきました。この場を借りて御礼申し上げます。  

 新型コロナウイルス感染拡大を機に、教育 DX が推進され、本校においても授業の

展開の仕方や教員の様々な分掌業務の進め方も大きく変化しています。そうした中で

ICT の活用が知的障害のある児童生徒の学びにとって極めて重要であることも強く認

識しています。このような変化の時であるからこそ、知的障害のある幼児児童生徒の

教育をどのように充実・進化させていけばよいのかという問いに、本校の取り組みを

まとめた研究紀要が資料の一つとして活用していただけるのであれば幸いです。  
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